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3 月 22 日、本州北部に停滞する低気圧の影響で、初夏の気候と冬の降雪の気候

が入り乱れている。今朝も朝 7 時頃は、摂氏 4 度くらいで風が冷たい。 

犬の散歩に浜に出る。菱沼海岸の網元の浜に上げられた漁船の下に、物色しろと

いわんばかりに、25 センチくらいのハボウキガイが打ちあがっていた。一部は鳥に

つつかれたように欠け落ちていた。身はまだ貝柱にしっかりと支えられていた。こ

の種類では、タイラギというのが 5～6 センチの稚貝（ちかい）で打ちあがったり

はするが、ハボウキガイは私にとってははじめての収穫である。鳥に先回りされて

なければ試食できたかもしれない。  

夕方の弱い光の中の撮影ですがシャッタースピードが遅いのでピントが甘くなっ

てしまいましたが、オオソリハシシギだと思われます。 

     （菱沼海岸 井川洋介） 

  

  

東海岸のハボウキガイとオオソリハシシギ 
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茅ヶ崎自然情報

 

 

毎日、スリーハンドレッドゴルフ場を

１周する早朝ウォーキングをしています。 

 3 月 14 日６時 20 分頃、堤杉山原地

区でミズキの切り口より流れ出た樹液が

ツララになっていました。切り口４ヶ所

より、長いもので約 15cm、10 数本で

きていました。 

 霜が降り、冷え込みがかなり厳しかっ

たのですが、樹液は何度くらいで凍るの

でしょうか。 

 なお、翌日も同じようにツララができ

ていました。その後 20 日、21 日にも

見られましたが、切り口から出る樹液が

少なくなったのか、ツララは短く、２～

３cm でした。 

3 月 21 日には、近くの民俗資料館の

脇で、桜が数輪咲きはじめていました。 

 

 

樹液が氷柱になった様子 

 

樹液のツララ 

 

（松風台 山崎孝弥） 

 

 

小出川の花ごよみ 

 3 月 21 日（火）晴、大曲橋から上流

聖天橋のちょっと上まで歩きました。大

曲橋の橋の上から川をながめていると潜

水艦の頭みたいに水面にうかんでいる黒

いものがみえました。カワウです。 

丁度、朝食中なのか時々頭から全部沈

めて３～４秒もぐっては顔出しを何回も

くりかえしていました。そのそばにコサ

ギが飛んできてこちらを、ボーとながめ

ています。 

待ち遠しい春を一番に感じさせてくれ

るのは、ブルーの宝石をちりばめたよう

なオオイヌノフグリです。まだ朝の空気

が冷たいせいか花はすぼみ気味です。お

日様が上に昇った頃には、まばゆいくら

いの輝きをみせてくれました。ヒメオド

リコソウも花びらが寒さで縮まり加減で

す。 

タネツケバナの白い花は、清楚な姿で

沢山咲いています。その群の中に紫色の

大きめの花が 1 株目立ちました。ムラサ

キハナナでした。ノゲシやカントウタン

ポポの黄色の花も地面をはうように咲い
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ています。 

野 草 摘 み し て 味 わ い た い と 思 う ノ ビ

ル・ヤブカンゾウもほどよい大きさに成

長しています。大きなミズキの赤い冬芽

も大きくふくらみ、その赤いオーバーを

脱ぎかけていました。最近、見つけるこ

とがむずかしくなったワレモコウを見つ

け、よかったよかったと大喜びしました。

考えてみると喜んでばかりでいいのでし

ょうか？今まであたりまえにあったもの

がいつのまにか消えていく・・・。その

現実は植物にも鳥にも昆虫にも・・・。 

誰が植えたのかレンギョウの花も咲い

ています。レンギョウの垣根はよく見か

けますが花が下向きに咲いていて、あら

ためて観察したことがないので、花の中

をのぞいたり匂いをかいだりしましたが

香りはありません。花びらは 4 枚が普通

なのでしょうが同じ枝から 5 枚の花び

らを見つけました。ホトケノザの花がツ

ンと上を向いて咲いています。私はいつ

もこれをみつけると、子供の気持ちにか

えってその小さな花をつまんで口にふく

んでピーと鳴らすのが好きです。小さく

てすこし力を入れるとつぶれてしまいそ

うな花から意外と大きな音がピーとなる

のです。 

川と反対側の開けた空き地にヨシやオ

ギの立枯れたところがあります。足をふ

み入れると、ズブズブ入ってしまいそう

なのでやめましたがそこにセリをみつけ

ました。「春は名のみ」の『 早春賦
そ う し ゅ ん ふ

』の

歌詞を思い出し、「アシは 角
つ の

ぐむ」の角

はどこにあるのかなと捜しました。赤い

角がニョキニョキと生えていました。「こ

の角は地中でつながっているのよ。」と仲

間が教えてくれました。 

土手を歩く足下には、はやくも踏まれ

て耐えているオオバコの姿がありました。

山菜として食べられるし、薬草としても

利用されていることを思い出して、どん

な薬効があるのか本でたしかめました。

種子は、天日干しにして袋に入れて煎じ

ると粘液性でやや飲みにくい。葉は煎じ

て服用すると、のどの痛みや胃腸病によ

いとありました。 

マユミの木には、小さな葉と共に小さ

なは花のつぼみがぶらさがっています。

そのマユミの木に、去年から、からみつ

いているアケビの木も小さなつぼみをつ

けていました。スイカズラはますます元

気に勢力をのばしています。ムラサキケ

マンのやわらかい葉も出ています。セイ

タカアワダチソウの枯れ枝に、オオカマ

キ リ の 卵
ら ん

の う を １ ０ 個 く ら い み つ け ま

した。もうしばらくするとその中から小

さな命が殻をやぶって沢山でてくるでし

ょう。そして、どれくらいの命が生きの

これるのでしょうか？ 

この時期、カモ類は北に帰り、川はす

こし静けさを感じます。コガモだけはま

だ帰らず、岸辺で休息をとっています。

イソシギが尾をピコピコ動かし虫をさが

しています。コチドリが 2 羽、低空でピ

ーと鳴きながら飛びたちました。コイの

産卵も近いのか、ときどき大きな水音を

たてています。 

川はいろいろな役割をしています。冬

の渡り鳥を迎え入れ、魚・昆虫を育て、

そして私たちの飲水、発電、稲作、工場

や生活など、すべての命を育くむところ

ですね。小出川も今、川の幅を広げる改

修工事をしています。洪水対策は安心で

す。一方普段から水量が少ないのに、乾

期に水無川になって魚たちが生きられる

のでしょうか？植物のことも、最大限に

考慮して工事していただきたいです。 

モンシロチョウもいました。キタテハ

も産卵場所を捜しているのか、忙しそう

に飛びまわっていました。今日歩いて、

本格的な春が訪れたことを実感しました。 

（円蔵 高橋静子） 
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 ３月下旬から４月にかけて、アオジの

囀
さえず

り を 聞 い た 。 細 く 響 く 声 で 鳴 い て い

ました。  
３月２７日、アシ原で盛んに「チュイ

ーン」と鳴く、オオジュリンの囀りを聞

く。  
ホ オ ジ ロ や セ ッ カ も 、 ４ 月 １ 日 に 囀

さえず

りを聞く。  
               （香川 目黒啓子）  
 

 

小鳥たちのさえずり  

ミニニュース  

４月７日１１時頃、甘沼の北根地区のス

リーハンドレッドゴルフ場脇の竹林に、

リ ス が い ま し た 。 口 に 木 の 屑
く ず

を く わ え

て、斜面林の中に入っていきました。  
 ４月９日６時頃、下寺尾でツバメが２

羽飛んでいました。なお、昨年は４月１

１日にはじめて見ました。  
        （松風台 山崎孝弥）  
 

 

緑映える季節に  

 我が家の周辺で、今年もウグイスが鳴

き、春の季節を知らせてくれた。  
４月３日、香川駅前の桜の花が満開に

咲き始めた。その周辺を数羽のツバメが

民家の軒先の巣の中から、出たり入った

りしている。桜の木に止まるコゲラの声

も大きく響く。  
 一ツ橋から行谷にかけて歩く。紫色の

花々が目に付く、ムラサキケマン、ホト

ケノザ、カキドオシ、ヒメオドリコソウ、

ト キ ワ ハ ゼ 、 ム ラ サ キ ゴ ケ も 田 の 畦
あ ぜ

に

咲き始めている。  
 この中に、黄色のヘビイチゴ、オヘビ

イチゴ、キジムシロ、ジシバリなどの花々

が紫色をした花の中に入ると、まさに鮮

やかな花畑になります。  
 雑草の中から、白い小さなツボスミレ  
 

が顔をのぞかせているので、じっと見て

いると足元に、小さな幼鳥がいた。そう

いえば木の枝に止まった、モズの雄と雌

が長いこと「キィ、キィ、キィ」と警戒

の鳴き声を出している。モズの幼鳥が気

付 く と 傍
かたわ

ら に よ っ て き た の で 、 一 枚 写

真 を 撮
と

ろ う と 幼 鳥 を 手 に 持 つ と 、 い き

な り 大 き な 口 を 開 け て 人 差 し 指 を 噛
か

ま

れた。あわてて離したら、ものすごいス

ピ ー ド で 藪
や ぶ

の 中 に 入 っ て い っ た 。 こ の

様子を見ていたモズの夫婦も、ひと安心

したにちがいない。しかし、私は藪の中

に入っていった幼鳥が、ヘビに食べられ

はしないか心配だった。  
そんな中、「キビョー」と鳴く鳥の声に、

田んぼを双眼鏡で見てみると、一羽のム

ナグロがいた。肉眼では、田んぼの土の

色と変らないので見分けがつかない。頭

から上面が黒と黄褐色で顔から胸と腹が

黒 い 。 こ れ か ら 河 川 や 干潟
ひ が た

、 農 耕 地 な

どに、渡りの途中に一休みをする様々な

シギ類の姿を見ることができる。  
 そろそろ田んぼは、田植えの準備が始

まる。                     

                           （香川  目黒啓子） 
 

 
４月１１日、斎藤、吉田、河野、石

井の４人で４月の花ごよみの観察に出

かけました。あいにくの曇り空でした

が、みずみずしい花芽、葉芽、若葉に

春を感じました。  
 県立柳島青少年キャンプ場（以下キャ

ン プ 場 ） の 中程
な か ほ ど

に 、 モ チ ノ キ の 雄 株 と

雌株が並んであります。ちょうど雄株も

雌株も花ざかりで、それぞれ雄花、雌花

の特徴をよく表していました。すでに役

割を終えた雄花でしょう、道一面に落ち

ていましたが、雌花はしっかり枝に着い

ていてほとんど落ちていませんでした。  

４月の花ごよみ（柳島海岸）  
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 タブノキの芽吹きが盛んに見られまし

た 。 タ ブノ キ の 新芽 は 混 芽と い っ て 花
か

芽
が

と 葉芽
よ う が

がいっしょに入っています。

絹毛におおわれた隣片を開いてみると、

数 個 の 花序
か じ ょ

の つ ぼ み と 数 枚 の 若 草 色 の

葉芽が詰まっていました。この葉芽は若

葉になると赤味を帯びてきます。  

 
 その名の通りに真っ赤になったアカメ

ガシワの小さな若葉を葉拓のように紙に

押し付けてみると、赤い色素が紙に写っ

てきれいに葉脈が浮き出ました。家に帰

って翌日見ると、リトマス試験紙のよう

に赤い色は青に変わっていました。  

 

キャンプ場には、アケビもミツバアケ

ビもあるので、両者の自然交雑種である

ゴヨウアケビもかなりあることが分かり

ました。  

 
 キャンプ場の草むらの中に花ざかりの

スズメノヤリが十数株ありました。中に

は花序がはっきり枝分かれしているのが

あったので、ヤマスズメノヒエかもしれ

ないと考えましたが、同じ株から出てい

るのが一つの茎に一つの花のものがほと

んどなので、スズメノヤリということに

なりました。  

 
クロマツも芽吹きの時期で、各枝の先

につんつんと新しい枝を出していました。

新しい枝の先端にある雌花は、未熟のよ

うでしたが、新枝の基部にある雄花は赤

と 黄 色 で 彩
いろど

ら れ て 、 多 数 突 き 出 て い ま

した。雄花の下には前年の球果をつけて

いるものもありました。             

 

       （東海岸南 石井準子）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

スズメノヤリ   
 

 
 
 
 
 
 
 

 アカメガシワの若葉 
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昨年の初夏のことだったと思います。藤

沢の善行駅前から私が乗ったタクシーの

運転士さんとの会話。フロントガラスに

霧雨のような水滴（私にはそう見えた）

がついていた。 

 「雨ですか？」と私。「いや、違います

よ。これはケヤキの樹液なんですよ。木

陰に車を止めておくと、こうなってしま

うんです。水でも取れないんですよね。」

と言ってワイパーを動かして見せてくれ

ました。「本当に困るんですよ。ケヤキば

かりではなくて、サクラの木の下もすご

いんですよ。」と話してくれました。                             

（市内 酒造とめ子） 

 

 

私が昨年の１１月ごろに浜見平団地の

公園で見つけたのは貝の化石でした。 

変な黄土色の土のかたまりの中から出

たこの化石ははっきりと貝だと分かる形

です。まわりが少し欠けてしまっていま

したが、曲線がうき上がり、からをぴっ

た り と つ け あ っ て い る 二 枚 の 貝 に 芯
し ん

が

のこっていました。でもここ、浜見平の

土はあちこちの市や町で取ってうめられ

た土なので同定はむずかしく、文化資料

館に聞いたところ、「たぶんナミノコガイ

か 、 フ ジ ノ ハ ナ ガ イ で は な い で し ょ う

か。」と返事をもらいました。 

このあと、県立生命の星・地球博物館

でようやく分かりました。なんと、名前

は「ゴイサギガイ」。学芸員の先生、あり

がとうございます。聞いて本当に変な名

前だと思いました。鳥にも同じ名前の鳥

がいたので不思議と間違えそうです。で

も化石の同定ができてうれしかったです。 

平成１８年５月６日 

（市内 溝尻あかね【小学生】） 

 ふくらみはよわいですが、合わせた貝

を手に取ると太古のロマンを感じていま

す。 

 分布は、北海道西～九州で水深１０～

５０ｍです。貝の表側（殻表）は平滑で

光沢があります。貝柱のあいだにある 紐
ひ も

（套線湾）は、左側より右側が深いです。     

発見した貝は、若い年代の地層なのだそ

うです。 

 「ゴイサギ」 

学 名 ：ＭＡＣＯＭＡ ＴＯＫＹＯＵＥＮ

ＳＩＳ  

科名：ニッコウガイ科 

（市内 溝尻あかねの母）  
  

 

 5 月１６日（火）、くもり時々小雨。

浜園橋から上流の養護学校の辺りまで歩

きました。 

1 ヶ月ぶりの小出川ですが、先月まで

草丈が小さかったのに、今日の土手は両

側が緑にうめつくされ、わずか人が通っ

ているところだけが土色の道になってい

る状態です。その足元には、オオバコが

一直線に生えています。そしてそのとな

りに、背の低いオオイヌノフグリ、マメ

グンバイナズナ、コメツブツメクサ、ウ

シハコベ、シロツメクサ、セイヨウタン

ポポ、カントウタンポポ、ヤブヘビイチ

ゴ、オオジシバリ、ナズナ等、その奥に

ハルジオン、オヤブジラミ、アカツメク

サ、スイバ、ギシギシ、カラスノエンド

ウ、ノゲシ、オニノゲシ、コウゾリナな

どの、背が高くなる草でうめつくされ、

さらにその奥にヨシ、オギ、クズ等の大

きな植物が力強く伸びています。 

クズのつるはまだ葉があまり開いてい

な い で 、 に ゅ う ー と ヘ ビ が 鎌首
か ま く び

を も た

げたような格好で、そのうちまわりの植

物たちを飲みこんでしまいそうな不気味

ケヤキとサクラの雨 

ゴイサギ（ゴイサギガイ） 

小出川の花ごよみ 
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な型に見えました。そのクズも、秋には

赤紫色の大きな房状のよい香りの花を咲

かせてくれます。それを楽しみにしまし

ょう。 

今日は、ノイバラの白い花が満開でよ

い香りをはなっていました。スイカズラ

も香水のような強い香りをただよわせ、

白い花と、咲いて時間がすぎてピンク色

がかった花の二色を見ることができます。 

ノ ゲ シ が 沢 山 咲 い て い ま し た 。「 こ れ

もノゲシよね。」と気安く触れたら、とて

も痛いおもいをして仲間に笑われてしま

いました。オニノゲシだったのです。茎

のまわりの葉の巻き具合を確かめれば良

か っ た の に 。（ 葉 が 茎 の と こ ろ で 丸 く 反

り返っているのがオニノゲシでしたね。） 

 先月は、オニグルミの木に 雄
ゆ う

花序
か じ ょ

が

沢山ぶらさがっていましたが、もう役目

が終ったのか、なくなっています。また、

先月見た雄花序の下には、小さな青い実

が出来ていました。 

 私はヘラオオバコの花の形が、土星の

ような形でユニークに見えて可愛らしい

と思っています。これも外来種で、小出

川でも増えている様です。 

 ほんのわずかな距離を２時間もかけて

歩きましたが、イチゴツナギとナガバグ

サの違いを教わったり、スイバの雄花と

雌花を見分けたり、先月まで沢山あった

キランソウを捜したり、スギナについた

水玉が美しいとながめたり、コチドリが

「ピッピッピッ」と鳴きながら飛んだの

を喜んだり、キンミズヒキに似ている葉

を見つけて何だろうと図鑑を開いたり、

ヒバリの鳴く空をながめてさがしたりと、

小雨が降ってきて、干した洗濯物を気に

しながらも帰りたくないくらい楽しみま

した。                       

（円蔵 高橋静子） 

 

 

 

 

●香川のウグイス 

４月３０日朝、６時前に香川・諏訪神

社東斜面の雑木林で、６時半ころは、玄

珊寺の大きなカヤの木で鳴いていた。 

 諏訪神社東にすむ人の話では、はじめ

はうまく鳴けなかったが、このごろは上

手になり、ずっと鳴いていたとのことで

ある。 

な お 、 香 川 の 西 端 、 川端
か わ ば た

と 呼 ば れ る

家の北にある林では春になるといつもウ

グイスが鳴いているとのこと。 

また、香川１丁目では、３月８日、満

開の梅（今年は開花が遅かった）の林で

ウグイスの初鳴き。その後、３月１２日

より２８日まで毎日鳴いていた。はじめ

のころはとちり鳴き（その年になきはじ

めて、まだ、なめらかに鳴けないときの

鳴き方）であったがお彼岸のころには上

手に鳴いた。 

 香川１丁目でウグイスの鳴き声を聞い

たのは、４年ぶり。周りに家が建て込ん

できたし、松風台西に一中通りが延長さ

れる工事が進行中なので、ウグイスはも

うこないかとあきらめていた。 

●文化資料館のウグイス 

５月４日午前、館の西の方で鳴いてい

た。昼ころ、館の庭にある大きなヤマモ

モの木で、ケキョ、ケキョと数回鳴き始

めて、飛んでいってしまった。夕方、ま

た、西の方で鳴き声がした。 

５月７日午前、西の方で二度ケキョと

聞こえた。 

  （文化資料館 池田卓郎） 

 

香川と文化資料館のウグイス 
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香川駅から西に向かうと５分ほどで小

出川に至るが、その手前右側に旧家の防

風林とおぼしき林がある。北東角を浄心

寺に接し、北側を香川グリーンに接して

いる。 

 私は、このゴルフ場に３０年あまり通

っているが、練習を通じて妙なことが気

にかかっている。 

 ３月の中頃、この林が俄かに騒がしく

なり、グアーグアー、カーカーと騒がし

い。２羽のアオサギと７～８羽のカラス

がテリトリーを争っている様子であった。

以前からこの林に近づく野鳥は時たまあ

るが、トビなどが近づくと、カラスが緊

急発進して撃退しているのをよく見かけ

ていた。 

 今回は、アオサギが同居を果たしたと

ころを見ると、どうやらアオサギが勝利

を収めたのであろうか。 

４月７日及び１５日、大きなタブの梢

に親鳥が現われると、雛鳥と思われる複

数の鳴き声が聞こえ、ギャーギャーとい

う合唱が聞こえ始めた。姿とは異なり悪

声である。 

４月２２日、午前中は頻繁に給餌が行

われたが、午後は回数が少ないように思

われた。こころなし、カラスを見かける

ことが少なくなっているように思われる。 

５月の連休の頃、たまたまこの頃は強

風が吹いてアオサギの姿を見かけること

が出来なかった。 

５月８日、このところ姿を見かけなか

ったことから、すでに巣離れしたのかと

も思っていたが、親鳥の飛来を確認した。 

５月１０日、今日はどうだろうと眺め

ていたら、無風、小雨模様の高木の上の

巣に何回も給餌があった。よく見ている

と親鳥が近づく時は鳴きながら近づいて

おり、雛のほうも親を呼んでいる声を出

している。今までは親を呼ぶことはなか

ったと思われるので、不思議に思ってい

たところ、昼近くの給餌の後に雛鳥はグ

アーグアーと鳴きながら親鳥の後を追っ

て飛び立った。近くの小出川の河畔の 葭
よ し

原の辺りに降りた様子である。 

 あとには静けさが戻ったように思われ

た。 

この春先から今日まで、上記の眺めが

あって、何となく気にかかっていたので

あるが、私自身は野鳥のことが何もわか

らないことや高木の梢の営巣なので１０

０ヤードほどの近さでありながら確実に

目視できていない。 

 一人のゴルファーの観察であるので、

詳しくは、どなたか野鳥に詳しい方の観

察にお任せしたい。 

 もし、私の観察が正しければ、来年の

春にはまたアオサギとカラスのせめぎあ

いが見られるのではなかろうか。         

（松風台 天野） 

 

 
 文化資料館のまわりの樹木に巣箱が架

設してあります。このことについてこの

１ヶ月の出来事を報告します。 

 ４月２日、ヤマモモは古い巣箱、南側

のクロマツ（古い巣箱と替える）、北側

のコナラ、東側のサクラ（ソメイヨシノ）

にそれぞれに１個ずつ新しい巣箱を架設

してみました。クロマツの古い巣箱には

１ ０ ｃ ｍ ほ ど の ヤ モ リ が 住 み つ い て い

て、冷たい風が吹く頃でしたので動きが

ほとんどありません。はずした巣箱の中

に入れておきましたが、やがてどこかへ

と姿を消しました。この頃、ヤマモモの

古い巣箱でシジュウカラの雄と雌が出入

りしていました。 

 ４月１６日、雄が２ｃｍほどのアオム

シ（青っぽい幼虫）をくわえ、巣箱の前

でそのアオムシを雌に与えていました。 

 ４月２３日、雄が小さな虫をくわえて

香川のアオサギ 

シジュウカラとハシブトガラス 
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巣箱の中に入るようになり、巣箱の中で

雄が雌に餌を与えているのかと思ってい

たら、数羽のヒナの鳴き声がかすかに聞

こえました。 

 ４月２６日、雄が巣箱近くのヒマラヤ

スギやサクラにつく虫をしきりと探し回

っていました。ハシブトガラスに気付か

れ巣箱の付近から離れなません。 

 ４月２８日、朝（８時２０分頃）のヒ

ナの鳴き声は一段と大きい。しばらく餌

を運ぶようすを観ていましたが、雄の運

ぶ回数多くなり、１分前後おきに巣箱に

入ってきます。そのうち、運ぶ回数も少

なくなり、ヒナの鳴き声も静かになって

きたのが９時頃でした。  

９時３０分頃、突然にシジュウカラの

警戒する鳴き声があたりに響き渡りまし

た。古い巣箱を観ると、ハシブトガラス

がどうもヒナをねらっているようです。

追い払っても、追い払ってもカラスはし

つこくて逃げようともしない。カラスが

いる限り、シジュウカラの警戒する鳴き

声はやみません。 

 今日は野鳥調査に出かけた日で、１５

時頃、気にしながらや帰ってきましたが、

案の定、巣箱は、あの太く鋭いくちばし

でふたが割られ、板とコケの布団と産座

（卵を産むくぼみ）が落ちていました。

ヒナを探してみましたが、すでにそこに

はヒナの姿はありませんでした。巣立ち

間近なヒナの行方はどこに、数羽でも飛

び立ってくれればと願うものです。自然

界の中では、食う食われるの関係はごく

普通なこと、観察記録として途中で終わ

ってしまいました。 

 

 ハシブトガラスもこの頃になると餌探

しに苦労しているのだろうか。もしかす

るとカラスのヒナの餌になっているのだ

ろうか。このような場面は観たことがな

いので想像でしかいえない。 

  ４月３０日にはクロマツの新しい巣箱

を 覗
の ぞ

く 行 動 （ 私 は 巣 箱 の ぞ き と い う ）

をするシジュウカラがいましたが、ヤマ

モモの巣箱を利用した個体なのかはわか

りません。 

 
巣箱にとまるシジュウカラ 

 

クロマツの巣箱をのぞくシジュウカラ 

  （文化資料館 小室明彦） 

 

 懐かしい童謡に、「蛙の笛」という歌

がありました。 

 その歌詞に、「月夜のたんぼで、コロ

ロコロロと鳴る笛は、あれはね、あれは

ね、あれは蛙の銀の笛♪」と、シュレー

ゲ ル ア オ ガ エ ル の 鳴 き 声 を 歌 っ た 歌 が

ありましたが、４月～５月に小出川沿い

で、たくさんの数で鳴いていました。残

念ながら、この湿地は川の拡幅工事の為

になくなってしまうそうです。 

6 月 初 旬 現 在 、 茅 ヶ 崎 の 色 々 な 場 所

で、シュレーゲルアオガエルの鳴く声を

多く聞けるようになってきています。 

（香川 目黒啓子） 

シュレーゲルアオガエル 
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 ５月１５日、芹沢の田んぼに１台の大

型トラクターが動いていた。その後を２

羽のアマサギがついて歩いている。 

 トラクターが動くたび、掘り起こされ

た 田 ん ぼ の 土 の 中 か ら 飛 び 出 す ア マ ガ

エルなどを捕食している。 

 まもなく、１羽、２羽と次から次と、

トラクターの傍に飛んでくる。全部で７

羽のアマサギが、動き回っているトラク

ターの周辺を歩き、アマガエルを捕まえ

て口の中に入れていく。見ているとすご

い 数 の ア マ ガ エ ル が 土 の 中 に い る の に

驚いた。 

 まもなく、トラクターが別の田んぼに

移動していった。エサ取りをあきらめた

ように、１羽、２羽と飛び散らばってい

った。 

５月２５日、芹沢の田んぼに、南側１

８羽、北側の田んぼに２０羽ほどのアマ

サギが採餌していた。 

（香川 目黒啓子） 

 

 

 ３月１３日、香川３丁目。畑をさくっ

ていると、小鳥のさえずりが聞こえた。

もう、アオジがさえずりだしたのかと思

い、でも、声があまり大きくないので離

れている所で鳴いているのだろうと、遠

くの電線やテレビのアンテナを探した。

でも、探し出せなかった。しばらくして、

また、さえずり声を聞いた。今度も声は

小さい。声の方を探すと１０㍍位の所に

あ る 柿 の 木 の 下 の 方 の 枝 に ジ ョ ウ ビ タ

キが止まっていた。声はそこから聞こえ

る。見ていると、飛び立ち、円を描くよ

うに飛んで、１０㍍くらい離れた物干し

の柱の先端に止まり、さっき聞いたと同

じようにさえずりだした。ジョウビタキ

の さ え ず り は 初 め て 聞 い た よ う な 気 が

する。 

 アオジとの違いは、アオジは木の高枝

で大きな声でさえずるが、ジョウビタキ

は木の下の方の枝でさえずり、声が小さ

い。 

（文化資料館 池田卓郎） 

 

 

 ３月に入った頃から巣材を運び始め、

我 が 家 の シ ジ ュ ウ カ ラ の 巣 箱 周 辺 は 賑

やかになった。長いもの、青いものを 嘴
くちばし

にくわえ、巣箱に入っていく。 

 ３月２４日、巣作りが終わったのか、

巣材運びはぱったりとない。 

 ４月半ば過ぎ、巣箱の前を通る時、ジ

ュクジュクと親鳥の声が聞こえてくる。 

 ５月３日、雛の声は大きくなり、親鳥

達の運ぶ餌、巣箱を出る時に運び出す糞

が大きくなる。 

 ５月５日、朝からいつもと違うシジュ

カラの声。東隣の家の方から親鳥達の声

が騒がしく聞こえる。巣立ちではないか

と気になり巣箱を見るが、巣箱周辺では

なく、お隣の木立の方でしきりに親鳥が

泣き叫んでいる。主人も気づき、巣箱周

辺に気を配る。寝室の前のイヌザクロの

木に、雛らしい１羽を認める。気をつけ

て 見 る と 、 そ の 木 に ３ 羽 の 雛 を 見 つ け

る。早速孫に知らせ、小さな雛の姿を見

せる。 

 巣箱から飛び立ち、近い木に止まって

いたのだ。風の強い日で、かなり木が揺

れる。身動きもせずじっとしている。気

をつけて見ると、その木に３羽の雛を見

つけた。巣箱から近い木に飛び立ったの

だ。風の強い日で、かなり木が揺れてい

る。更に気をつけると、門のそばのカリ

ンの木にも１羽の姿を見つけた。しっか

り飛び立てる力もなく、巣箱に近い低い

木に、しっかり身を寄せていたのだ。 

 主人は、風にあおられて、木の下に落

ショウビタキのさえずり 

シジュウカラの巣立ち 

芹沢のアマサギ 
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ちた雛をすくいあげて持ってきた。頭に

産毛
う ぶ げ

が ２ 、 ３ 本 残 る 小 さ な 雛 だ っ た 。

そっと兄弟のいる木に止まらせる。しば

らく様子を見る事にする。 

 

 親鳥たちは、巣立った雛のためのエサ

を く わ え て 鳴 き 叫 ぶ 。 何 羽 の 雛 が か え

り、どこに身を寄せているのか分かって

いるのだろうか。心配になる。 

 親鳥たちのただならぬ鳴き声を聞きつ

け、前の家の飼い猫のシロは、雛たちの

いる低木の下に身を構えている。またカ

ラスも近くの電線に止まり、様子を伺っ

ている。お隣のご夫妻が庭に出ていらし

たので声をかけ、雛が巣立ったことを報

告し、門のそばのカリンの木に止まって

いる可愛い雛の姿をお見せする。喜んで

下さる。その日は、親鳥と雛の鳴き交わ

す声が夕方まで続いた。 

 翌日、お隣の奥様から、裏庭で鳥の羽

を見かけ、体は見つからなかったと報告

を 受 け 、 猫 の 餌 食 と な っ た こ と を 知 っ

た。何羽の雛が元気に巣立ったかはわか

らない。自然の摂理とは言いながら、複

雑な思いで一杯になる。 

 巣立ち後、２、３日は親鳥と雛の鳴き

交 わ す 声 が お 隣 の 庭 の 方 か ら 聞 か れ た

が、その後は聞かれなくなった。 

 ６月１日夕方、巣箱近くでシジュウカ

ラの声。庭を覗くと、巣箱の入り口にシ 

ジュウカラが止まり、中を 覗
の ぞ

いている。

覗いているのは親鳥か、雛なのか 嬉
う れ

し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

くなる。また来年もいらっしゃいと願い

ながら。 

（東海岸 齊藤溢子） 

 

５月１５日、晴天、芹沢の田んぼの土手

や畑で雌雄のキジのペアが目立ちます。 

キジは、繁殖期にオスは、「ケンーケ

ーン」の鳴き声と、「ドドド…」と翼を

打ち鳴らす音を出します。 

 この翼の音は「キジのほろうち」と呼

ばれていて、オスのキジはメスに呼びか

ける習性で、「ケーン」と鳴くのと、「ド

ドド…」というほろうちを繰り返しやっ

ているようです。 

 芹沢の畑でこの音を聞いたときに、な

ん と も 不 思 議 な 音 が い つ ま で も 耳 に こ

びりつき、忘れられないようになってい

ました。 

 ところがある日、テレビでキジのほろ

うちを放映したのです。 

 キジは翼を大きく広げて、翼をバタバ

タすることで、特徴のある、あの「ドド

ド…」の音が出ることを知りました。 

 こんなキジの様子は、なかなか見るこ

とはできません。たまたまキジが近くに

いて、人間の姿が目に入らない時に、オ

ス の キ ジ は メ ス に 大 胆 な 愛 の 行 動 を し

ているのかもしれません。 

 （香川 目黒啓子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キジのほろうち 
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I n f o r m a t i o n  
 

案内
 

 

 

●「茅ヶ崎自然に親しむ会」 

『厚木・八菅山のスダジイ林を訪ねる』 

 日時：6 月 18 日（日） 

『夏休み自然教室』（文化資料館共催） 

日時：７月２２日（土）、２３日（日） 

問い合わせは 

 安井利子（５２－３８５６）まで 

●「清水谷を愛する会」 

 日時：7 月２日（日）、８月６日（日） 

９時３０分～１５時 

 集合場所：市民の森駐車場（堤） 

 問い合わせは 

田部許子（５１―２９５５）まで 

●「柳谷の自然に学ぶ会」 

『夏の谷戸を見よう』 

 日時：6 月２5 日（日） 

    9 時 30 分～14 時 

『昆虫と水生生物を見よう』 

日時：７月２３日（日） 

   9 時 30 分～14 時 

 集合場所：小出支所 

 問い合わせは、 

 野田晴美（５１－８４８９）まで 

●「駒寄川水と緑と風の会」 

『駒寄川下流観察』 

日時：７月２日（日） 

1３時 30 分 

『香川公民館雑木林』 

日時：８月６日（日） 

   時間未定 

集合：民俗資料館（旧和田家） 

問い合わせは、 

池田尚子（52―8919）まで 

●「三翠会」 

  三翠会では、市内の川や水辺の生きも

の調査やタゲリをはじめとする野鳥観察、

お米（タゲリ米）づくりのお手伝いなど 

 

 

 

に取り組んでいます。ご協力いただける

方は、下記までご連絡下さい。 

事務局：河村まき子（８７－８３１３） 

----- -- --- -- -- -- --- -- -- -- --- -- -  

 

 
 

おしらせ 

記事募集！ 

自然の新聞では、みなさまからの投稿

をお待ちしております。メール、ｆａｘ、

手紙でＯＫです。 

FAX：０４６７－８５－１７３３ 

メールアドレス： 

s h i r y o u k a n @c i t y . c h i g a s a k i . k a n a g a wa . j p  

★ 次号の原稿の締め切りは、８月１日

（火）までにお願いいたします。 

----- -- --- -- -- -- --- -- -- -- --- -- -  

 

 

 

第２０回 夏休み自然教室 

             開催！ 

 「夏休み自然教室」を開催します。 

 植物・鳥類・昆虫・水生生物・顕微鏡

などのコーナーで楽しく体験学習ができ

ます。またバードカービング教室や、竹

や木をつかった工作、ミニ自然観察会な

ども行います。夏休みの自由研究の参考

にしてください！ 

と き：７ 月 ２ ２ 日（ 土 ）、２ ３ 日（ 日 ） 

じかん：１０時～１６時 

ばしょ：茅ヶ崎市文化資料館 

 
バードカービング教室（２００５年） 


